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南海トラフ地震事前復興 

共同研究の取り組み 



南海トラフ巨大地震 

過去の経験を大きく上回る， 

まちの壊滅的な被害 
（最悪の事態）の可能性 

東日本大震災の津波災害 2011.3.11 
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愛媛県

愛媛大学東京大学

南予5
市町

南海トラフ地震

どうする こうしよう

復興の遅れ

復興の計画を災害が
起こる前に考えて
おきましょう

迅速な復興

ともに考える

平成30年度から3カ年

連携機関

愛媛県，宇和島市，八幡浜
市，西予市，伊方町，愛南
町，東京大学，愛媛大学

目的
災害からの迅速な復旧・復興
社会経済への影響を最小限にとどめ
るための，事前の復興計画(事前復
興)を構築する。

「事前復興」の必要性 

 【復興に求められること】 
 ・実態把握 → 情報整理 → 
 復旧・復興の課題抽出 → その道筋の敷設 
 ・総合的な視点，的確な選択，迅速・即効性 
しかし，想定外の事態においては， 
 ・状況が著しく混乱 
 ・日常からはほど遠い不安定な状況 
 ・市民の生活は時間の経過とともに疲弊 
 ・種々の問題に対処すべき行政機能の低下 
 ・コミュニティー機能の低下 など 
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人口‥2015年：平成27年度国勢調査
2045年：平成29年推計

（国立社会保障・人口問題研究所）

人口変動比
（2045年/2015年）

愛媛県

変動比
2015年 2045年 2045/2015

松山市 514,865 439,316 0.85
今治市 158,114 100,525 0.64
宇和島市 77,465 39,216 0.51
八幡浜市 34,951 16,773 0.48
新居浜市 119,903 98,473 0.82
西条市 108,174 78,307 0.72
大洲市 44,086 25,670 0.58
伊予市 36,827 26,467 0.72
四国中央市 87,413 63,899 0.73
西予市 38,919 21,080 0.54
東温市 34,613 27,689 0.80
上島町 7,135 3,547 0.50
久万高原町 8,447 3,176 0.38
松前町 30,064 24,165 0.80
砥部町 21,239 14,587 0.69
内子町 16,742 9,080 0.54
伊方町 9,626 3,845 0.40
松野町 4,072 2,018 0.50
鬼北町 10,705 5,512 0.51
愛南町 21,902 9,650 0.44
計（県） 1,385,262 1,012,995 0.73

行政
人口

地域の事情 
 

激しい 
・人口減少・流出 
・高齢化，少子化 

3 

西予市 

伊方町 

八幡浜市 

宇和島市 

愛南町 

宇和海
沿岸域 

愛媛県 



宇和海沿岸地域 

南海トラフ地震事前復興共同研究 
宇和海沿岸域 
想定津波高 

10m以上 

愛媛大学防災情報研究センター 
東京大学復興デザイン研究体 

宇和島市，八幡浜市，西予市，伊方町，愛南町 4 



西予市 

伊方町 
八幡浜市 

宇和島市 

愛南町 

Google 

2mを越えると全壊増 

津波危険マップ 最大津波高・到達時間 

15.6m 
約30分 

8.3m 

9.0m 

8.1m 
約1時間 

20.3m 

5 愛媛県地震被害想定調査（第一次報告） ，平成25年3月 



４つの復興（事前復興の対象） 

地域の基盤（まち，ライフライン等） 
地域の産業（地域経済の支え，住民が働く場） 
地域の社会（住民のつながり・コミュニティー） 
地域の生活（住民の暮らし・住まいの環境） 

研究課題 

復興デザイン（計画） 

情報・調査 

教育プログラム 

事前復興計画は，宇和海沿岸地域における拠点や交通ネットワーク整備などの
“広域的な計画”と，集落や街場といった“個別の計画”を連動させて，二層の事前
復興計画として復興プランを検討します。 

事前復興デザインでは，各地域の生活・社会環境に関わる状況
の把握と住民の皆さんの被災後の対応の考え方などを知ること
が土台となります。その情報を集約するために，“災害リスク情
報プラットフォーム”の構築と“事前復興センサス”の調査・分析
などを行います。 

事前復興は行政と地域の皆さんがともに考え，あるべき姿を共有することが重要です。そのた
めに，行政職員のイメージ訓練プログラムと，地域のみなさん（小学生から大人まで）が防災
と事前復興を学習し地域に根ざした活動とするための教育プログラムの構築に取り組みます。 6 



計画（事前復興デザイン） 

モデル地区の事前復興プラン作成 

西予 

 伊方 
（三崎） 

  八幡浜 
（白浜） 

宇和島 宇和島（遊子） 

愛南（家串） 

    愛南（御荘） 

モデル地区 

個別計画 

住民や行政担当
者との情報交換

ａ）公共建築設備
・施設機能更新と統合・再配置
（学校、役場、公園、公民館）

ｂ）ネットワーク整備
・避難ネットワーク整備

（道路・港湾・鉄道）
・拠点整備（道の駅など）

Ｃ）街場や漁業集落の再生
・地域史の共有
・公共施設の更新

モデル地区の選定要素

小さな事前復興
プランの検討

各地区での
発表会

モデル地区の選定

7 

※個別の計画は，各5市町の特徴を踏まえ
て選定するモデル地区に対して検討 



西予

伊方
（三崎）

八幡浜
（白浜）

宇和島
宇和島（遊子）

愛南（家串）

愛南（御荘）

2018年 東京大学・愛媛大学院生による
小さな事前復興プランの作成

現地視察
ヒアリング

モデル地区
串集落：観光･災害時の居住空間

地域ごとにあったつながりが
横断してつながっていく図

    

    

計画（事前復興デザイン） 

モデル地区の事前復興プラン作成 
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事前復興プランの一例 
（宇和島市吉田町玉津地区） 

東京大学大学院 



2-1 提案概要 

2020/2/21 10 

神社を中心とした地域の再構成 

津波浸水域・土砂災害危険区域の外である， 
白浦の不動点たる天満主神社を中心とした地域再編 

①居住の重心を神社側へ誘導 
 
②天満主神社周辺を新たな核に 
 
③避難道を兼ねる道で海と神社
付近を結ぶ 

天満主神社 

復興デザイン会議 第1回全国大会 



2-3 避難経路，避難場所の事前整備 

2020/2/21 11 

事前 

津波＋土砂災害のような複合的な災害のリスクを考慮し，避難経路を低地部のみ
かん畑の中に整備．避難路は復興後のまちの骨格に． 

復興デザイン会議 第1回全国大会 

神社前広場の事前整備 



2-2 提案の全体像 

2020/2/21 12 

被災後 

100ｍ 

天満主神社 

神社前広場の追加整備 

宅地造成 

海側広場の整備 

復興デザイン会議 第1回全国大会 



2-5 復興拠点：神社前広場の整備 

2020/2/21 13 

集会所機能を徐々に移転．
400人分の食料や身の回
り品，テント等を備蓄． 
アルバイターの人が地元
と関われる場所． 

広場全体像 

発災直後は神社に一時避
難した後，広場にテント
を張るなどでしのぐ． 
復興拠点として避難所
（30～50人程度） 
＋情報共有の拠点． 

被災前の機能に戻る． 
道路軸の交点，造成住宅
地の中心として人が集う． 
玉津外に移転した人も時
たま訪れる拠点． 

事前 被災後 

復興デザイン会議 第1回全国大会 

天満主神社 天満主神社 天満主神社 



2-4 特別養護老人ホーム・集荷場の移転 

2020/2/21 14 

事前 

入所者50人中要介護度5の方が26人おり，速やかな避難が困難 
→海から離れた箇所へ移転し入所者の安全を確保．避難所としての利用も可能に． 

被災後の迅速な産業の復旧を可能にするために，浸水深の小さい山側へ移転． 

特別養護老人ホーム：白浦茜荘の移転 

集荷場の移転 

優先的に守るべき地域施設を安全なところへ移す 

白浦茜荘 

集荷場 

復興デザイン会議 第1回全国大会 



2-7 海側広場の整備 

2020/2/21 15 

 

 

被災後 

20m 

バス停 

休憩所 
地域運営 
販売所 

公園 

原位置再建住宅 

移動スーパー 

白浦コミュニティセンター
の跡地の整備 

• 農業ができなくなってもここで頑張れる 
• 小中学生が休憩所でバスを待つ 
• 公園から遊び声が聞こえてくる 
• 地域イベントが開かれる 

地域の核を残し，
海のある暮らし
を継続する 

復興デザイン会議 第1回全国大会 



2-7 海側広場の整備 

2020/2/21 16 

海とみかん畑が視界に入る 

被災後 

復興デザイン会議 第1回全国大会 



2-7 海側広場の整備 

2020/2/21 17 

月1回，移動スーパーがやってきて，人々が集う 

被災後 

復興デザイン会議 第1回全国大会 



教育（行政職員） 

東北現地視察・事前復興演習 

東北視察研修（H30.10.23-25) 

15

防潮堤

災害公営住宅

仮設住宅

市街地の復興

高台移転

行政ヒアリング

東北の声（教訓と実態）を聞いて見て学び， 
宇和海沿岸地域の課題を把握し，活かす 

18 



あらかじめ質問項目を提示してヒアリング（回答）を依頼

 市街地の復興
 住環境の復興
 産業の復興
 復興体制 示された復興の要点，課題

 地籍調査の重要性
 防潮堤の高さの影響
 高台移転等における住民合意形成の大変さ
 コミュニティーの維持や新たな形成の必要性

（地元の特性に応じた対応の必要性）
 医療・福祉サービスなどの拠点の確保（無被災）の重要性
 産業復興のための補助金制度の利用や仮設店舗対応の必要性

廃業が進展する状況（高齢化、後継者の不在、人の減少）
 国・県との連携（情報共有）の必要性

さらに，
 地域住民との復興イメージの共有を育んでおくことの重要性

平時から事前に取り組むことが可能な事項 【事前復興の要点】
地元住民と行政との協働を模索することも事前復興の重要な課題



行政職員向け「復興まちづくりイメージトレーニング」 

20 20 

実施要領 

 宇和海沿岸5市町の職員に復興まちづくりイメージトレーニングの概要を理解させ、
各市町が独自でイメージトレーニングが実施できるようにする。 

目 的 

【第１部】生活再建シナリオの検討 

被災住民になりきり、設定された世帯属性、被災状況等を前提に生活再建するシナ
リオを作成 

【第２部】市街地復興シナリオの検討 

復興計画プランナーの立場から、設定された被災状況等に基づく市街地復興シナリ
オを作成 

【第３部】生活再建シナリオを考慮した市街地復興シナリオの検討 

生活再建と市街地復興の２つのシナリオを比較し、実現可能性や問題点を検討 

発 表 

ＡＡＲ 



行政職員向け「復興まちづくりイメージトレーニング」 



メインテーマ サブテーマ 内容 

第１回 
命を守る 

地域における災害
リスクを知る 

・地震・津波による被害のおそろしさ 
（動画の視聴含む） 
・地域における災害リスクの確認 

避難路の阻害要因
や一時避難場所の
課題を考える 

・避難場所・避難経路の確認 
・避難路阻害要因 
・避難場所の課題 

第２回 
 

第３回 
 被災後の生活再

建，地域の復興 

避難所や仮設住宅
での生活について
考える 

・地域の魅力（思い出、災害後にも残したいもの） 
・命が助かった後の行動（避難所等での生活→応急仮設
住宅等で生活→生活を取り戻す） 

第4回 住宅再建について
考える 

・速やかな復興に向けて 
・地区の宝を守るための復興まちづくり 

4段階の復興プロセス 

WS1 •地域におけ
る災害リスク
を知る 

WS2 •避難路の阻害要
因や一時避難場所
の課題を考える 

WS3 •避難所や仮設住
宅での生活につ
いて考える 

WS4 •住宅再建に
ついて考える 

住民向けの防災・事前復興ワークショップ 



第3回ワークショップ 
【テーマ】住宅再建（避難所や仮設住宅での生活）について考える 
【内 容】・命が助かった後の行動 
     （避難所等での生活→応急仮設住宅等で生活→生活を取り戻す） 
     ・地域の魅力（思い出、災害後にも残したいもの） 

住民向けの防災・事前復興ワークショップ 



浸水想定区域

【野福峠】 
・野福峠の景色 
・桜並木 
 

【海】 
・海の風景 

【明浜小学校・中学校】 
・町民運動会・仮装行列 

俵津地区で 
残しておきたいもの 

【景観】 
・海と山のバランス 
・ミカン畑、段々畑 

【文化・祭り】 
・地域の行事（祭り、運
動会等） 

【コミュニティ】 
・向こう三軒両隣の付き
合い→共助につながる 

・親戚付き合い 
・年寄りの知恵 

【天満神社】 
・神社のお祭り 
・亥の子などの行事 

【祭り】 
・祇園祭り、地域の夏祭
りの夜店 

・牛鬼の鉢合わせ 

【ホタル】 
・ホタルを育てている 

【井伊旅館・宮崎旅館】 
・祝い事やお客 

【俵津保育所】 
・子どものためにも 

【俵津文楽会館】 
・俵津文楽は子どもの楽しみ 
・郷土芸能 
 

【俵津地区で残しておきたいもの】第３回ＷＳ結果から 

24 

■住民向けワークショップ 
 大切なものを津波からどう守る？ 



25 

【東日本大震災の復興の事例では】 
 石巻市雄勝地域中心部（伊勢畑地区）の復興デザインイメージパース 
 

公共施設 
総合支所、消防署 

復興公営集合住宅 
１Ｆ：集会所、郵便局 

海釣り公園 

市民農園 

観光案内所 
伝統産業館 

商業・業務エリア 

海の駅 

メモリアルパーク 
住宅地 

震災前（2003年8
月） 

震災６ケ月後（2011年8
月） 

出展：「津波震災前・後の記録」 河北新報出版センター 



教育（住民：小学生から大人まで） 

防災・事前復興教育のための学習プログラムの地域構築 

地域で学ぶ防災・事前復興の学習プログラム（地域内の連携的学習） 

小中学生の学習プログラム

地域のコラボレーション

同じ課題 ハザード
マップ

社会環境
マップ

災害
マップ

防災・減災
事前復興

指導
（教える）

大学生の学習プログラム

保護者

地域住民

（発表会，防災活動）
（コンクール参加）

※目的：概念の再構築

※目的：思考の芽生え

（アウトプット）

高校生の学習プログラム

学習の始まり

26 



小中学生のプログラム 
■従来の防災教育に事前復興のエッセンスを加える。 
■“問う”，“調べる”，“まとめる”，“発表する”の 
 ４つの技術を磨く能動的学習の場ともする。 

調べること１

南海地震が来たら
何が起こる？

・揺れる
・押し寄せる
・流れる
・崩れる

調べること２

あなたのまちの
大切なもの？

・歴史と伝統
・産業の支え
・人のくらし

ハザード
マップ

大切なもの
マップ

災害
マップ

考えること

災害に立ち向かう
ことを考えよう？

今と未来のために
・命を守る
・まちを守る
・くらしを守る

 
 

いのちを
守る

27 



残したいもの
（まちの大切なもの） 残したいものマップ

① ②
考えること：まちの大切なものにハザードを重ねる

きけんマップと重ねてみる

③

八幡浜市立 
白浜小学校 

28 



事前復興（じぜんふっこう）を考えよう！

まとめ 

「事前復興」を考え・ 
 話し合う，絵に表現 

思考の芽生え 
29 



「南海トラフ地震事前復興教育プログラム」 
ロールプレイング・ディスカッション 

高校生のプログラム 

留意点： 
①本来の教育課題と連動した授業 
②大災害からの復興を実感できる授業 

30 



【２,３時限目】
ロールプレイング・ディスカッション 宇和島東高校１年７組

2019.11.22

４. 復興の当事者となるみなさんの立場

カード R1 R2 R3 R4 R5 A1 A2 C1

立場 住民 住民 住民 住民 住民 行政 行政 圏内企業

職業等

年齢 35 35 35 45 45 45 45 －
被災 あり あり あり あり あり あり なし あり

カード R6 R7 R8 R9 R10 N1 N2 C2

立場 住民 住民 住民 住民 住民 圏外人 圏外人 圏外企業

職業等

年齢 55 55 55 35 75 40 40 －
被災 なし なし なし なし なし － － あり 31 



計画賛成
（その理由は・・）

計画反対
（その理由は・・）

中立
（今後に判断）
（その理由は・・）

③ 住民の立場による賛否と理由を考える

それぞれの住民の立場から考えて，判断をする。
（感情・感覚的判断でも良い）
（ディスカッションの中で考えが変わっても良い）

３枚のカードから，自分たちの立場からの判断を選ぶ

そのように判断した理由を書く
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南海トラフ地震事前復興共同研究の全体計画フロー 

1年目 

2年目 

3年目 

33 

事前復興計画の 
イメージの共有 

想定シナリオの 
共有と基盤整備 

計画作成と 
事業着手 

平成30年度から3年間の活動 
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最終年度（３年目）の課題 
↓ 

事業化への道筋づくり 

（１）国土強靭化地域計画 
 
（２）津波防災地域づくり推進計画 

「災害待ち」にならない 
国土強靭化・事前復興の実現！ 



津波防災地域づくり推進計画 
津波防災地域づくりに関する法律「平成２３年１２月施行」 

ハード・ソフト施策を組み合わせた
総合ビジョン 

社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金
の補助メニューが活用可能 

市町村が作成 
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